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夕
刊
の
特
集
は

・
お
か
し
い
ぞ
日
本
語
⑤

・
古
く
て
新
し
い
浴
衣

・
個
人
投
資
家
に
聞
く

・
日
本
人
の
食
生
活
③

・
オ
ー
ル
電
化
っ
て
？

・
わ
た
し
ん
ち
の
子
育
て

明
日
の
朝
刊
は
休
み
ま
す

　

今
年
も
９
月
の
印
刷
月
間
を
迎
え
た
。
近
代
印
刷
の
始
本
木
昌
造
翁
を

偲
ぶ
本
木
祭
が
長
崎
県
で
行
わ
れ
た
（
大
阪
で
も
毎
年
行
っ
て
い
た
が
今

年
か
ら
５
年
に
１
回
と
な
っ
た
）
が
、
こ
の
本
木
氏
の
作
っ
た
活
字
が
長

崎
の
諏
訪
神
社
に
現
存
し
て
い
る
。
正
確
に
は
木
で
で
き
た
父
型
で
、
母

型
を
作
る
前
の
も
の
だ
。

　

活
字
も
あ
と
３
年
か
ら
５
年
で
印
刷
業
界
か
ら
完
全
に
姿
を
消
す
と
い

わ
れ
、
詳
し
く
知
っ
て
い
る
人
も
年
と
共
に
い
な
く
な
る
。
当
然
周
囲
の

人
も
興
味
を
持
た
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
心
配
し
た
モ
リ
サ
ワ
の
森

澤
嘉
昭
会
長
は
、
本
木
氏
関
連
を
中
心
に
活
字
に
ま
つ
わ
る
資
料
を
集
め
、

整
理
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
森
澤
会
長
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

　

本
木
活
字
父
型
は
、
横
浜
に

お
ら
れ
る
本
木
氏
の
親
戚
が
持

っ
て
い
た
も
の
を
生
地
・
長
崎

の
諏
訪
神
社
に
預
け
た
も
の
と

聞
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
３

０
０
０
本
余
り
の
活
字
の
父
型

と
一
緒
に
鋳
造
の
道
具
も
保
存

さ
れ
て
い
る
の
で
、
私
は
こ
れ

を
研
究
し
て
活
字
に
再
現
し
て

み
た
ら
ど
う
か
と
考
え
ま
し

た
。

　

私
も
、
活
字
・
文
字
関
係
の

人
た
ち
も
何
と
か
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
い
ろ
い

ろ
動
い
て
お
話
し
を
聞
い
て
み

る
と
、
特
に
長
崎
の
印
刷
組
合

さ
ん
が
、
理
事
長
を
先
頭
に
有

志
の
皆
さ
ん
で
、
本
木
活
字
保

存
を
何
と
か
し
た
い
と
考
え
て

お
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
た
だ
、
地
元
の
印
刷
組
合

と
し
て
本
木
氏
の
顕
彰
に
は
長

い
間
ご
苦
労
さ
れ
て
き
た
の
で

す
が
、
実
際
の
資
料
面
と
な
る

と
、
活
字
は
諏
訪
神
社
に
、
本

や
資
料
は
図
書
館
や
博
物
館
、

あ
る
い
は
個
人
の
所
蔵
と
い
う

具
合
に
散
在
し
て
い
て
、
ま
と

め
る
に
は
暗
中
模
索
と
い
う
状

況
の
よ
う
で
し
た
。

　

神
社
の
活
字
資
料
も
部
分
的

な
も
の
で
す
し
、
本
木
関
係
の

本
に
し
て
も
断
続
的
で
本
当
に

総
合
的
な
も
の
が
な
い
ん
で

す
。　
　
　
　
　

〈
20
面
へ
〉

　今年も９月の印刷月間を迎えた。近代印刷の始本木昌
造翁を偲ぶ本木祭が長崎県で行われた（大阪でも毎年行
っていたが今年から５年に１回となった）が、この本木
氏の作った活字が長崎の諏訪神社に現存している。正確
には木でできた父型で、母型を作る前のものだ。
　活字もあと３年から５年で印刷業界から完全に姿を消
すといわれ、詳しく知っている人も年と共にいなくなる。
当然周囲の人も興味を持たなくなるだろう。これを心配
したモリサワの森澤嘉昭会長は、本木氏関連を中心に活
字にまつわる資料を集め、整理することを決意した。森
澤会長にこのプロジェクトについてインタビューした。

◇
　本木活字父型は、横浜におられる本木氏の親戚が
持っていたものを生地・長崎の諏訪神社に預けたも
のと聞いています。ここには３千本余りの活字の父
型と一緒に鋳造の道具も保存されているので、私は
これを研究して活字に再現してみたらどうかと考え
ました。
　私も、活字・文字関係の人たちも何とかしたいと
思っていたんですが、いろいろ動いてお話しを聞い
てみると、特に長崎の印刷組合さんが、理事長を先
頭に有志の皆さんで、本木活字保存を何とかしたい
と考えておられることが分かりました。ただ、地元
の印刷組合として本木氏の顕彰には長い間ご苦労さ
れてきたのですが、実際の資料面となると、活字は
諏訪神社に、本や資料は図書館や博物館、あるいは
個人の所蔵という具合に散在していて、まとめるに
は暗中模索という状況のようでした。
　神社の活字資料も部分的なものですし、本木関係
の本にしても断続的で本当に総合的なものがないん
です。　　　　　　　　　　　　　　　〈20面へ〉

本
木
活
字
を
再
現
し
よ
う専門家集め資料整理─モリサワ会長が運動旗揚げ

今日の天気　　降水
確率　最高

気温　最低
気温　　明日

札幌　☃→☁　60　-1　-9    ☃
仙台　　☂　　90   5　　-3   ☂→☀
東京　☁／☀　20  10   2     ☀
名古屋　　☁　　10   9　　　1   ☁→☀
大阪　　☀　　0   11   3     ☁
福岡　☀→☁　　5   13   4   ☁／☂

「本木活字を再現しよう」
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